
 

第18回日本慢性期医療学会[大阪大会] 

優秀演題選考基準 

 

本学会にご応募いただきました演題については、下記の基準をもとに１０題の優秀演題を選考いたしま

す。閉会式において表彰を行いますので奮ってご発表ください。 

 

                               日本慢性期医療協会 

学術委員会委員長 清水祥史 

 

 

優秀演題 抄録評価表 

 

        評価項目１ テーマの選定は適切か？（研究目的は明確か？） 

        評価項目２ データは十分か？ 

        評価項目３ データの分析は適切か？ 

        評価項目４ 考察は適切か？ 

        評価項目５ 結論は明確か？ 

                         以上５項目・各20点・合計100点 

 

        以上で抄録を評価した結果、上位２０題を優秀演題の候補といたします。 

 

 

優秀演題 発表評価表 

 

        評価項目１ データは十分で分析は適切か？ 

        評価項目２ 考察は適切か？ 

        評価項目３ 結論は明確か？ 

        評価項目４ スライド・ポスターはわかりやすいか？ 

        評価項目５ 発表（口演）はわかりやすいか？ 

                         以上５項目・各20点・合計100点 

 

        以上で大会当日に発表を評価いたします。 

 

 

優秀演題 総合評価 

 

抄録評価と発表評価の合計点数（200 点満点）上位１０題を、優秀演題として閉会式

において表彰します。 

 

抄録評価で優秀演題の候補となった方は、事前に御連絡致しますので（概ね大会の１

ヶ月前を予定）、閉会式への参加をお願い致します。 


